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LED「デバイス・オン」

タッチスクリーンディスプレイ

カバー

内側マージンストップ

外側マージンストップ

ロールホルダー

転写フィルム巻出し機

転写フィルム巻取り機

印刷機構

リターンプーリー

プリントヘッド付きヘ 
ッドホルダー

ラベルエッジセンサー

プリントローラー

切取りエッジ

ガイド

ガイド調整用回転ボタン

ラベルエッジセンサー設定用回転
ボタン

プリントヘッドロック用レバー

機能ボタン 

最後のラベルを繰り返し印刷する

印刷ジョブの中断/続行

短押し:   
現在の印刷ジョブを削除する 
長押し:   
すべての印刷ジョブを削除する

ラベル送り速度

メニューボタン

印刷ステータス

ウィジェット：
• 各接続端子
• ストレージメディア
• 時刻
• 有効なアプリケーション

タッチスクリーンディスプレイ

スタート画面

SDカード挿入スロット

USB-Aインターフェース 2個

USB-Bインターフェース

イーサーネット  
10/100 Base-T

RS-232インターフェース

電源スイッチ

電源コネクター

USB-A 
インターフェース

USB-Aインターフェース、用途：
• キーボード
• スキャナー
• USBメモリー
• USB-WLANスティック
• サービスキー

プリンターの概要

DP4300M
DP4300M/E
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ラベル材料を挿入する
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1. 調整リング (3) を反時計回りに回し、
矢印が の記号を指すようにします。  

2. マージンストップ (2) をロールホルダ
ーから (1) 抜き取ります。 

3. プリントヘッド (5) を開けるには、巻取り機 (7) を反時計回りに回します。 
4. 材料ロール (4) は、材料の印刷する側の面が上方を向くようにロールホルダー (1) に押

し込みます。 
5. マージンストップ (2) をロールホルダー (1) にはめ込み、両方のマージンストップが

材料ロール (4) に密着し、押し込んだ際にはっきりと抵抗が感じられるまで押し込み
ます。 

6. 調整リング (3) を時計回りに回し、矢印が の記号を指すようにします。
7. 材料が詰まることなく通るよう、ガイド (6) を回してヘッド (8) に位置決めします。 

ラベルエッジセンサーを調整する
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3a

3b

センサーの位置は黄色ＬＥＤでマークされ
ています。 
1. プリントヘッドを開けます。
2. 回転ボタンを押し、位置 (3a)  

から位置 (3b) に合わせます。
3. 回転ボタン（3）を回して、 

センサー（2）がラベルのフロントエッ
ジ、反射マークまたはパンチを捕捉で
きるように、ラベルエッジセンサーを
位置決めします。

4. 回転ボタンを押し、位置 (3b)  
から位置 (3a) に合わせます。 

転写フィルムを挿入する
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転写フィルムフィード

1. フィルムを挿入する前にプリントヘッドを清掃してください
2. プリントヘッドを開けます。
3. 巻出し機（3）のマージンストップ（1）をフィルムの幅に応じて設定します。

• 巻き出し機を押さえて、マージンストップ（1）をＡ方向に回して解錠します。
• マージンストップ（1）をＢ方向にスライドし、目盛を使ってフィルムの幅に合わせます。
• 巻き出し機を押さえて、マージンストップ（1）をＣ方向に回してロックします。 

4. フィルムロール (5) は、巻き出す際にフィルムのカラーコーティングが下方を向くように巻出し機 (3) のマージンストップ（1）まで
押し込みます。

5. 巻き出し機のマージンストップの位置をフィルム芯（4）の幅に合わせて、フィルム芯を巻き出し機（2）までスライドします。
6. フィルムを印刷ユニットに通します。
7. フィルム開始部分を接着テープでフィルム芯 (4) の中心に固定します。この際、フィルム巻取り機の回転方向が反時計回りになって

いることに注意します。 
8. フィルムフィードをスムーズにするには、フィルム巻取り機 (2) を反時計回りに回します。 
9. プリントヘッドを閉めます。

転写フィルムフィードを調整する
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フィルムフィードでしわが生じると、印刷イメージエラーを
招く場合があります。  
しわの生成を回避するため、デフレクター (2) を調整するこ
とができます。
 

 X ねじ (1) をトルクスドライバーTX10で回し、フィルムの
状態を観察します。

• 時計回りに回すと、フィルムの外側がぴんと張ります。 
• 反時計回りに回すと、フィルムの内側がぴんと張り 

ます。
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